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一
（
承
前
）

楊
廷
筠
、
曹
于

、
鄭
以
偉
、
熊
明
遇
、
陳
亮
采
の
序
の
後
に
、
パ
ン

ト
ー
ハ
の
序「
七
克
自
序
」が
続
く
。
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
パ
ン
ト
ー
ハ（D

iego 

de Pantoja

）
は
マ
ッ
テ
ー
オ
・
リ
ッ
チ
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史　

一
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
に
附
さ
れ
た
矢
沢
利
彦
「
補
注
」「
四　

人

名
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
一
五
七
一
年
に
「
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
デ
モ
ー
ロ
に

生
ま
れ
、
一
五
八
九
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
。
一
五
九
六
年
に
ゴ
ア
に

到
着
。
一
五
九
七
年
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
、
デ
ィ
ア
ス
、
ロ
ン
ゴ
バ
ル
ド

ら
と
と
も
に
マ
カ
オ
に
着
い
た
。
元
来
日
本
へ
赴
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
一
五
九
九
年
カ
ッ
タ
ー
ネ
オ
が
中
国
布
教
の
宣
教
師
を
求
め
て
マ
カ

オ
に
や
っ
て
来
る
や
、
志
願
し
、
南
京
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
に
一
六
〇
〇

年
三
月
ご
ろ
に
到
着
し
、
…
…
同
年
五
月
リ
ッ
チ
と
と
も
に
南
京
を
発
ち

北
京
へ
向
か
い
、
一
六
〇
一
年
一
月
二
四
日
到
着
。
…
…
リ
ッ
チ
の
死
亡

に
際
し
て
ウ
ル
シ
スSabatino de U

rsis

と
と
も
に
墓
地
の
下
賜
を
皇
帝

に
乞
い
、
柵
欄
墓
地
…
…
の
獲
得
に
成
功
。
一
六
一
二
年
に
北
京
住
院
の

上
長
と
な
っ
た
。」（
五
九
九
頁
）
と
あ
り
、
一
六
一
八
年
に
「
マ
カ
オ
で

死
去
…
。」（
同
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

彼
の
序
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

人
生
百
務
不
離
消
積

端
、
凡
所
爲
修
者
、
消

積
新
之
謂
也
。
聖

賢
規
訓

端
、
總
爲
消
惡
積
徳
之

…
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
天
學
初

函
』『
七
克　

一
』
龎
廸
我
「
七
克
自
序
」、
一
葉
表
〔
句
読
は
徐
宗

澤
『
明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
堤
要
』
上
海
世
紀
出
版
集
団
、

二
〇
一
〇
年
、
四
十
頁
―
四
十
二
頁
に
拠
っ
た
。
但
し
、「

」
の

後
は
句
点
に
し
て
あ
る
。
ま
た
、
読
み
づ
ら
い
字
は
臺
灣
學
生
書
局

『
天
學
初
函　
（
二
）』に
よ
っ
て
補
っ
た
。
傍
点
、訳
者
注
。
句
読
点
、

文
字
の
補
正
と
傍
点
は
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
以
下
同
じ
〕）。

翻
訳

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
述
『
天
主
教
要
解
略
』
訳
注
（
十
四
）

主
な
る
神
様
の
十
戒
の
部
（
訳
者
補
足　

続
の
二
）

Ａ
・
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ　
述

葛　

谷　
　
　
　

登　
訳



― 185 ―

ヴァニョーニ述『天主教要解略』訳注（十四）

（2）

す
べ
て
の
修
養
の
行
為
は
旧
い
も
の
を
消
し
去
り
、
新
し
い
も
の
を
積

み
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、聖
人
や
賢
者
の
教
え
は
す
べ
て
悪
を
消
し
去
り
、

徳
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
拠
っ
て
い
る
。

パ
ン
ト
ー
ハ
が
こ
こ
で
用
い
る
「
消
惡
積
徳
」
と
い
う
語
は
明
末
思
想

史
に
特
徴
的
な
「
為
善
去
悪
」
と
い
う
語
で
言
い
換
え
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
溝
口
雄
三
「
い
わ
ゆ
る
東
林
派
人
士
の
思
想

―
―
前
近
代
期
に
お
け
る
中
国
思
想
の
展
開
（
上
）
―
」（『
東
洋
文
化
研

究
所
紀
要
』
第
七
十
五
冊
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
東
林
派
を
特
定

し
よ
う
と
す
れ
ば
、「
そ
こ
で
真
先
に
考
え
ら
れ
る
の
が
無
善
無
悪
思
想

に
対
す
る
ア
ン
テ
ィ
の
立
場
を
一
つ
の
基
準
と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。」

（
一
二
二
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
為
善
去
悪
」
と
い
う
語
は
―
同
論
文

が
そ
の
直
後
に
「
だ
が
こ
れ
を
余
り
規
格
ど
お
り
に
す
る
と
、
こ
れ
に
も

問
題
が
生
じ
る
。」（
同
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
け
れ
ど
も
―
「
無

善
無
悪
」
と
い
う
語
と
対
極
的
な
位
置
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
大
き
く
見

て
東
林
派
の
思
想
の
特
徴
を
明
示
す
る
語
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、「
為
善
去
悪
」
と
位
相
を
同
じ
く
す
る
と
思
わ

れ
る
「
消
惡
積
徳
」
と
い
う
語
も
ま
た
東
林
派
の
思
想
の
側
に
立
つ
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

凡
惡
乘
乎
欲
、
然
欲
本
非
惡
、
乃　

上
帝
賜
人
存

此
身
、
輔
佐
靈

神
、
公
義
公
理
之
密
伻
、
人
惟
汨
之
以
私
乃
始
罪
、
諐

状
諸
惡
根

焉
（
前
掲
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
七
克　

一
』「
七
克
自
序
」、
一
葉
表
）。

悪
と
い
う
も
の
は
す
べ
て
欲
望
に
動
か
さ
れ
て
起
き
る
も
の
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
欲
望
と
い
う
も
の
は
本
来
悪
で
は
な
い
。
そ
れ
は
人
が
自
分
の

体
（
＝
「
身
」。‘corpus’

の
漢
訳
語
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
）
を
守
り
魂

（
＝
「
靈
神
」。‘anim

a’

の
漢
訳
語
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。‘anim

a’

の

日
本
語
訳
に
つ
い
て
上
智
大
学
神
学
部
教
授
山
岡
三
治
神
父
様
は‘A

nim
a 

C
hristi’

の
祈
り
の
例
を
挙
げ
て
そ
の
場
合
、
伝
統
と
し
て
「
魂
」
と
訳

さ
れ
る
こ
と
を
ご
教
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
更
に
、
山
岡
神
父
様
は
ラ
テ

ン
語
原
文
と
日
本
語
の
新
旧
の
訳
文
を
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
。
ラ
テ
ン
語

文
の
冒
頭
は
、“A

nim
a

C
orpus C

hristi, salva 

m
e.”

〔
ロ
ヨ
ラ
『
霊
操
』
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、
一
九
五
六
年
、
五
頁
〕
と

な
っ
て
お
り
、
訳
文
は
新
が
「
キ
リ
ス
ト
の
魂
、
わ
た
し
を
聖
化
し
、
キ

リ
ス
ト
の
体
、
わ
た
し
を
救
い
、」、
旧
が
「
願
わ
く
は
キ
リ
ス
ト
の
御
魂

わ
れ
を
聖
な
ら
し
め
、
キ
リ
ス
ト
の
御
体
わ
れ
を
救
い
、」〔『
公
教
会
祈

祷
書
』
一
九
四
八
年
、
七
十
六
頁
〕
と
な
っ
て
い
る
。
記
し
て
感
謝
す
る

も
の
で
あ
る
）
を
助
け
る
た
め
に
、
神
が
人
に
お
与
え
に
な
っ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
人
に
通
用
す
る
義
と
理
を
厳
密
に
指
し
示
す
基

準
（
＝
「
公
義
公
理
之
密
伻
」。「
伻
」
は
「
秤
」
の
代
わ
り
に
こ
こ
で
は

使
わ
れ
た
も
の
と
し
て
解
し
た
）
で
あ
る
。

し
か
し
人
が
そ
う
し
た
本
来
正
し
く
あ
る
欲
望
の
働
き
を
利
己
心
（
＝

「
私
」。
戸
川
芳
郎
監
修
『
全
訳　

漢
辞
海
』〔
三
省
堂
〕
所
載
の
「
私
」

の
語
義
の
一
つ
。『
荘
子
』「
山
木
篇
」
の
中
の
「
南
越
有
邑
焉
、
名
爲
建

德
之
國
。
其
民
愚
而
朴
、少
私
而
寡
欲
；
」（
中
華
書
局
新
編
諸
子
集
成『
莊

子
集
釋
』
第
三
冊
、
六
七
一
頁
）
の
「
少
私
而
寡
欲
」
を
用
例
と
し
て
挙

げ
る
〔
一
〇
一
二
頁
〕）
に
よ
っ
て
か
き
乱
す
（
＝
「
汨
」。
こ
こ
で
は

「
汨べ

き

」
は
「

い
つ

」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
〔
尾
崎
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雄
二
郎
他
編
『
角
川　

大
字
源
』
所
載
の
「
汨べ
き

」
の
項
の
「
参
考
」〔
九
九
五

頁
〕
を
参
照
）
に
乱
す
と
き
初
め
て
罪
が
生
ず
る
。
こ
の
罪
が
根
と
な
っ

て
そ
こ
か
ら
も
ろ
も
ろ
の
悪
が
現
わ
れ
出
て
来
る
。

人
間
の
欲
望
は
自
己
保
存
の
た
め
に
神
か
ら
賦
与
さ
れ
た
も
の
で
、
本

来
善
な
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
人
間
は
「
私
」
に
よ
っ
て
欲
望
の
働

き
を
不
正
常
な
も
の
に
し
た
た
め
に
罪
が
生
じ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う

か
。「
私
」
を
利
己
主
義
（egoism

）
と
解
せ
ば
、
そ
れ
は
「
自
己
保
存
、

自
己
完
成
、
自
己
の
利
益
を
倫
理
の
規
範
と
す
る
理
論
」（「
利
己
主
義
」

小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
百
科
事
典
』
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、
一
八
二
四

頁
）
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
本
位
（

）
と
解
せ
ば
、「
自
分
自

身
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
自
分
自
身
の
必
要
を
満
た
そ
う
と
す
る
こ
と
へ
の

過
度
の
関
心
」（「
自
分
本
位
」
ド
ナ
ル
ド
・
Ｋ
・
マ
ッ
キ
ム
『
キ
リ
ス
ト

教
神
学
用
語
辞
典
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、一
八
八
頁
）
で
あ
る
。

「
私
」
の
働
く
以
前
が
、「
原
始
義
」（original justice
）、す
な
わ
ち
「
ア

ダ
ム
と
エ
バ
が
罪
を
犯
す
前
の
状
態
」（「
原
始
義
」
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
ド
ン

『
カ
ト
リ
ッ
ク
小
事
典
』
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、
九
十
頁
）
の
状
態
で
あ
り
、

以
後
が
「
原
罪
」（original sin

）、
す
な
わ
ち
「
人
類
の
頭
と
し
て
の
ア

ダ
ム
が
犯
し
た
罪
、
あ
る
い
は
ア
ダ
ム
が
子
孫
に
伝
え
た
罪
」（「
原
罪
」

同
書
、
同
頁
）
に
束
縛
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
こ
の
人
間
の
罪
の
消
息
が

「
私
」
と
い
う
語
を
軸
に
原
文
で
は
三
行
の
文
の
中
に
凝
縮
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
は
人
間
は
神
の
意
思
に
自
分
の
意
思
を
従
わ
せ
て
生
き
る
こ
と

が
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
原
始
義
」
の
状
態

に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
人
間
が
神
の
意
思
に
背
を
向
け
自
分
の
意

思
に
の
み
従
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た「
私
」

の
状
態
が
「
原
罪
」
の
状
態
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
中
国
で
は
伝
統
的
に
欲
望
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
澤
田
多
喜
男
「
欲
」
に
よ
れ
ば
、「
孟
子
は
寡
欲
を
い
う
が
、
実

質
は
節
欲
で
寡
欲
説
と
は
異
な
る
。
こ
れ
が
欲
望
に
対
し
て
最
も
適
切
な

対
応
で
あ
っ
た
た
め
、
歴
史
的
に
は
儒
家
の
主
張
す
る
節
欲
説
が
主
流
と

な
る
。
後
に
宋
代
の
道
学
者
は
存
理
去
欲
を
説
き
、
天
理
を
保
持
し
て
人

欲
を
排
除
す
る
こ
と
を
説
い
た
が
、こ
れ
も
節
欲
説
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

普
通
の
食
欲
・
色
欲
そ
の
も
の
は
、
人
欲
で
は
な
く
天
理
だ
と
し
て
排
除

し
な
い
。
過
度
の
美
食
や
贅
沢
を
求
め
た
り
過
度
の
色
欲
の
追
求
は
人
欲

と
し
て
禁
ず
べ
き
も
の
と
し
た
。」（
尾
崎
雄
二
郎
他
編
『
中
国
文
化
史
大

事
典
』
大
修
館
書
店
、
一
二
〇
三
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
儒
教
で
は
欲
望

を
節
制
す
る
考
え
方
が
中
心
を
占
め
、「
し
た
が
っ
て
宋
代
の
道
学
は
人

間
性
を
否
定
す
る
禁
欲
的
リ
ゴ
リ
ズ
ム
（
厳
格
主
義
）
だ
と
す
る
の
は
誤

り
で
あ
る
。」（
同
書
、
同
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
肉
体
と
し

て
の
個
体
の
生
存
の
欲
望
や
共
同
体
と
し
て
の
種
の
存
続
の
欲
望
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

食
欲
を
天
理
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、宇
同『
中
国
哲
学
問
題
史
』（
下

冊
）（
澤
田
多
喜
男
訳
、
八
千
代
出
版
、
一
九
七
七
年
）
第
二
部
第
四
篇

第
七
章
「
欲
と
理
」
五
「
存
理
去
欲
説
」
の
箇
所
（
三
一
六
頁
）
に
『
朱

子
語
類
』
巻
第
十
三
「
学
七
」「
力
行
」
の
中
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。

問
。「
飲
食
之
間
、
孰
爲
天
理
、
孰
爲
人
欲
？
」
曰
、「
飲
食
者
、
天
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理
也
、要
求
美
味
、人
欲
也
。」
節
（
鄭
明
等
校
点
「
朱
子
語
類
（
一
）」

朱
傑
人
他
主
編
『
朱
子
全
書
』
第
一
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
、
三
八
九
頁
）。

宇
同
に
よ
れ
ば
、「
欲
の
本
来
の
意
味
に
つ
い
て
い
う
と
、
饑
え
て
は

食
べ
咽
が
渇
い
て
飲
む
の
は
、
も
と
も
と
み
な
欲
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

種
の
欲
は
公
平
な
も
の
で
、
普
遍
的
に
満
足
さ
せ
う
る
可
能
性
が
あ
る
う

え
、
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
ゆ
え
道
学
者
は
そ
れ
を
欲
と

い
わ
な
い
で
、
天
理
と
い
う
。」（
前
掲
書
、
三
一
七
頁
）
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
欲
望
が
或
る
一
定
の
適
正
な
限
度
を
超
え
て
求
め
ら
れ

る
と
き
、
そ
れ
は
人
欲
に
変
質
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

商
務
印
書
館
『
古
今
漢
語
詞
典
』
の
「
飲
」
の
項
に
は
「
飲
食
男
女
」

の
語
が
掲
げ
て
あ
り
（
一
七
四
六
頁
）、『
礼
記
』「
礼
運
」
の
中
の
用
例

が
挙
げ
て
あ
る
。
そ
の
後
ろ
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、次
の
よ
う
に
な
る
。

飲
食
男
女
、
人
之
大
欲
存
焉
。
死
亡
貧
苦
、
人
之
大
惡
存
焉
。
故
欲

惡
者
、
心
之
大
端
也
。
人
藏
其
心
、
不
可
測
度
也
。
美
惡
皆
在
其
心
、

不
見
其
色
也
。
欲
一
以
窮
之
、
舍
禮
何
以
哉
（
鄭
玄
注
、
孔
穎
達
疏

『
禮
記
正
義
』
巻
第
二
十
二
「
禮
運
」〔「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」

北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
〇
二
頁
〕）！

食
物
と
異
性
は
人
が
強
く
欲
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
死

と
貧
し
さ
は
人
が
憎
み
嫌
う
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
礼
は
人
が
強
く
欲

す
る
も
の
と
憎
み
嫌
う
も
の
と
を
捉
え
て
こ
れ
を
整
え
る
の
で
あ
ろ
う

か
。男

女
の
欲
望
は
飲
食
の
欲
望
と
同
列
に
人
間
に
と
っ
て
根
源
的
な
次
元

に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ
で
は
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
男
女
の
欲
望
も
一
定
の
範
囲
内
で
そ
れ
は
天
理
と
見
な
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
男
女
の
欲
望
の
正
否
を
決
す
る
の
は
飲
食
の
欲
望
同
様
に
量
的

要
因
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
大
づ
か
み
に
言
え
ば
均
し
く
「
欲
」
と
い
う
漢
字
が
使
わ
れ
て

い
て
も
、
欲
望
の
正
否
を
量
的
観
点
か
ら
捉
え
る
中
国
の
儒
教
の
伝
統
的

な
考
え
方
は
利
己
主
義
と
い
う
質
的
観
点
か
ら
捉
え
る
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト

リ
ッ
ク
の
思
想
と
は
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
七
克
』
の

文
の
中
の
「
欲
」
と
い
う
字
に
は
表
層
の
中
国
思
想
的
な
意
味
と
深
層
の

キ
リ
ス
ト
教
的
な
意
味
と
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

此
根
濳
伏
于
心
土
、
而
欲
富
、
欲
貴
、
欲
逸
樂
三
巨
幹
勃
發
於
外
、

幹
又
生
枝
、
欲
富
生
貪
、
欲
貴
生
傲
、
欲
逸
生
饕
、
生
淫
、
生
怠
、

其
或
以
富
貴
逸
樂
勝
我
即
生
妬
、
奪
我
即
生
忿
、
是
故
私
欲
一
根
也
、

欲
富
、
欲
貴
、
欲
逸
樂
幹
也
、
生
傲
、
生
饕
、
生
怠
及
妬
忿
枝
也
。

種
種
罪
訧
、
非
義
之
念
慮
言
動
、
七
枝
之
結
爲
實
、
披
爲
葉
也
（
前

掲
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
七
克　

一
』「
七
克
自
序
」、
一
葉
表
）。

罪
の
根
は
心
の
土
地
に
も
ぐ
る
。
こ
の
根
か
ら
金
銭
欲
、
名
誉
欲
や
快

楽
へ
の
欲
望
と
い
う
三
本
の
太
い
幹
が
生
え
る
。
更
に
、
金
銭
欲
の
幹
か

ら
は
貪
り
の
枝
が
、
名
誉
欲
の
幹
か
ら
は
傲
り
の
枝
が
、
快
楽
へ
の
欲
望

の
幹
か
ら
は
大
食
の
枝
、
放
恣
の
枝
、
怠
り
の
枝
が
生
ず
る
。
他
人
が
金

銭
、
名
誉
や
快
楽
の
面
で
自
分
を
超
え
れ
ば
た
だ
ち
に
妬
み
が
生
じ
、
そ

れ
ら
の
面
で
自
分
を
打
ち
負
か
せ
ば
た
だ
ち
に
怒
り
が
生
ず
る
。
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こ
う
い
う
わ
け
で
「
私
欲
」
は
一
本
の
根
で
あ
る
。
金
銭
欲
、
名
誉
欲

や
快
楽
へ
の
欲
望
は
幹
で
あ
る
。
傲
り
を
生
ず
る
こ
と
、
貪
り
を
生
ず
る

こ
と
、
大
食
の
思
い
が
生
ず
る
こ
と
、
放
恣
が
生
ず
る
こ
と
、
怠
り
及
び

妬
み
や
怒
り
が
生
ず
る
こ
と
は
枝
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
罪
や
咎
、
正
し

か
ら
ざ
る
想
念
や
言
動
の
七
本
の
枝
が
実
を
結
ん
だ
り
、
開
い
て
葉
と
な

る
。こ

こ
で
パ
ン
ト
ー
ハ
が
用
い
た
「
心
土
」
と
い
う
語
に
注
目
し
て
み
た

い
。
と
い
う
の
も
『
漢
語
大
詞
典
』
第
七
巻
の
「
心
」
の
項
（
三
六
九
頁

―
三
九
五
頁
）
に
は
「
心
土
」
の
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
（
三
七
〇
頁
）、

そ
れ
は
「
介
于
表
土
層
与
底
土
層
之
間
的
一
層
土
壌
。」（
同
頁
）
と
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
物
理
的
な
土
壌
の
科
学
的
概
念
で
あ
っ
て
、
人
間
の

心
に
関
す
る
語
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
辞
典
同
巻
に
は
「
心
田
」

（
三
七
二
頁
）
や
「
心
地
」（
同
頁
）
と
い
う
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
土
地
に
関
す
る
語
を
用
い
て
心
を
例
え
た
も
の
で
あ
っ

て
、
仏
教
語
で
も
あ
る
（
丁
福
保
編
纂
『
佛
学
大
辞
典
』
文
物
出
版
社
。

前
者
は
「
譬
喩
」（
三
五
一
頁
）
と
し
て
、後
者
は
「
術
語
」（
三
五
二
頁
）

と
し
て
分
類
さ
れ
る
。『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
明
の
唐
順
之
と

高
攀
龍
の
文
章
が
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
パ
ン
ト
ー
ハ
も
ま
た
心
の
意
味
で
こ
れ
ら
の
語
を
用
い
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
彼
は
こ
れ
ら
の
語
を
用
い
な
い
で
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
「
心
土
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
何
故
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

新
約
聖
書
に
は
種
播
き
の
譬
え
が
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
十
三
章

一
節
―
九
節
、「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」
四
章
一
節
―
九
節
、「
ル
カ
に

よ
る
福
音
書
」
八
章
四
節
―
八
節
に
出
て
来
る
（
松
本
富
士
男
著
、
小
嶋

潤
校
閲
『
新
約
聖
書　

四
福
音
書
対
観
表
』
日
本
聖
公
会
出
版
事
業
部
、

一
九
七
五
年
増
補
五
刷
、十
六
頁
―
十
七
頁
）。こ
れ
ら
の
箇
所
に
つ
い
て
、

代
表
訳
、
Ｂ
Ｃ
訳
、U

nion Version

の
該
当
箇
所
を
見
る
と
、「
土
」
と

い
う
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。

明
末
に
は
一
六
四
二
年
に
デ
ィ
ア
ス
訳
『
聖
経
直
解
』
六
巻
が
世
に
出

て
い
る
（
前
掲
徐
宗
澤
『
明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
堤
要
』、
十
七
頁
）。
こ

こ
で
は
日
曜
日
の
ミ
サ
の
説
教
の
時
に
用
い
ら
れ
る
新
約
聖
書
の
中
の
福

音
書
の
箇
書
が
漢
訳
し
て
記
し
て
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
巻
三
の
十
七
葉
表
裏

に
「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
八
章
四
節
か
ら
十
五
節
ま
で
の
漢
訳
文
が
記

し
て
あ
る
（
臺
灣
學
生
書
局
『
天
主
教
東
傳
文
獻
三
編　
（
四
）』、

一
七
五
九
頁
―
一
七
六
〇
頁
）。
こ
こ
に
は
「
土
」
と
い
う
語
は
出
て
来

て
い
な
い
。
八
節
は
ヴ
ル
ガ
タ
で
は‘terram

 bonam
’

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
『
聖
経
直
解
』
で
は
「
膏
腴
地
」（
十
七
葉
表
〔
一
七
五
九
頁
〕）

と
訳
し
て
い
る
。‘terram

’

は
「
地
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
『
漢
和
大
辞
典
』
巻
九
が
「
膏
腴
之
地
」
を
語
と
し
て
掲
げ
て
い
る
よ

う
に
（
三
五
七
頁
。
用
例
は
『
史
記
』「
趙
世
家
」
の
中
の
、「
而
封
之
以

膏
腴
之
地
」（
中
華
書
局
本
第
六
冊
、
一
八
二
三
頁
）
等
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
）、「
膏
腴
」
と
「
地
」
が
親
近
関
係
に
あ
る
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。‘terra’

が
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、「
土
」
と
い
う
訳
も

充
分
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。

要
す
る
に
、「
心
土
」
の
「
土
」
は
新
約
聖
書
の
福
音
書
の
種
播
き
の
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譬
え
な
ど
を
意
識
し
て‘terra’

の
漢
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
感
ぜ
ら
れ
る
。「
心
田
」
や
「
心
地
」
を
用
い
な
か
っ
た
わ
け
は
、
こ

れ
ら
の
語
を
知
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
仏
教
用
語
に
由
来
す
る
も
の
の
使

用
を
出
来
れ
ば
避
け
た
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で「
出
来
れ
ば
」

と
い
う
の
は
、『
七
克
』
本
文
の
中
で
仏
教
語
そ
の
も
の
で
あ
る
「
功
徳
」

と
い
う
語
が
頻
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
功
徳
」
と
い
う
語
は
現
代

に
ま
で‘m

eritum
’

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
重
要
な
神
学

概
念
の
一
つ
で
あ
る
。（
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』、
東
京

堂
出
版
、
二
四
八
頁
）。
訳
語
の
選
定
は
神
学
的
思
索
を
幾
重
に
も
積
み

重
ね
た
う
え
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
最
早
、
拙
文
の
域
を
超
え
る
の
で
こ

の
こ
と
の
意
味
は
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

「
心
土
」
と
い
う
語
を
通
し
て
推
測
さ
れ
得
る
こ
と
は
パ
ン
ト
ー
ハ
は

キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
の
思
想
を
念
頭
に
置
い
て
使
用
漢
語
を
選
択
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
単
語
次
元
の

点
的
世
界
だ
け
で
な
く
、
文
章
次
元
の
面
的
世
界
に
も
言
え
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

罪
に
つ
い
て
の
神
学
的
考
察
は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
構
造
上
、
原

罪
と
い
う
問
題
か
ら
出
発
す
る
。
原
罪
と
は
、「
人
が
人
類
の
一
員
と
し

て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
罪
深
い
行
為
へ
の
傾
向
性
、

再
生
を
必
要
と
す
る
『
腐
敗
し
た
』
性
質
を
受
け
継
い
で
く
る
と
す
る
教

理
で
あ
る
。」（B

ruce Vaw
ter

「
原
罪　

O
riginal Sin

」
Ａ
・
リ
チ
ャ
ー

ド
ソ
ン
、Ｊ
・
ボ
ウ
デ
ン
編
『
キ
リ
ス
ト
教
神
学
事
典
』〔
古
屋
安
雄
監
修
、

佐
柳
文
男
訳
〕
教
文
館
、
二
一
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
人
の
内
に
あ
っ

て
罪
へ
の
傾
向
性
と
し
て
現
わ
れ
出
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

更
に
ま
た
、「
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
に
お
い
て
、
罪
の
全
体
は
洗
礼
に

よ
り
取
り
去
ら
れ
る
が
、
人
を
罪
へ
誘
う
欲
情
（
欲
望
）
だ
け
は
残
さ
れ

る
、
と
さ
れ
た
。」（J. C

. O
’ N

eill

「
欲
情　

C
oncupiscence

」
同
事
典
、

五
七
九
頁
）
と
あ
る
。「
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
は
、
ト
レ
ド
の
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
を
使
者
と
し
て
送
っ
て
、
教
義
に
関
す
る
審
議
を
延
期
す
る
よ
う
に
要

請
し
た
が
、
教
皇
特
使
は
参
会
者
の
脱
落
を
防
ぐ
た
め
に
会
議
を
休
み
な

く
続
行
し
た
。」（
Ｈ
・
イ
ェ
デ
ィ
ン
著
、
梅
津
／
出
崎
訳
『
公
会
議
史
』

南
窓
社
、
一
九
八
六
年
（
一
〇
九
頁
）
と
こ
ろ
の
一
五
四
六
年
六
月
十
七

日
に
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
第
五
総
会
に
お
い
て「
原
罪
に
つ
い
て
の
教
令
」

が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
一
五
一
三
（
七
九
〇
）　

③　

こ

の
ア
ダ
ム
の
罪
は
起
源
が
一
つ
で
あ
り
、
模
倣
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
遺

伝
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
、
す
べ
て
の
人
に
一
人
一
人
に
固
有
の
も
の
と

し
て
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
。」（
デ
ン
ツ
ィ
ン
ガ
ー
・
シ
ェ
ー
ン
メ
ッ

ツ
ァ
ー
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
文
書
資
料
集
』（
改
訂
版
）（
Ａ
・
ジ
ン
マ
ー

マ
ン
監
修
、
浜
寛
五
郎
訳
）
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、
一
九
八
二
年
、
二
七
二

頁
）
と
あ
り
、
ま
た
「
一
五
一
五
（
七
九
二
）　

⑤　

…
…
洗
礼
を
受
け

た
者
に
も
、
な
お
、
心
戦
の
た
め
に
欲
情
や
罪
へ
の
傾
き
が
残
る
こ
と
を

こ
の
聖
な
る
公
会
議
は
説
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
欲
情
は

そ
れ
に
同
意
せ
ず
、
イ
エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
恩
恵
に
よ
っ
て
勇
敢
に
抵

抗
す
る
者
に
は
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
同
書
、二
七
三
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
は
内
的
に
原
罪
を
受
け
継
い
で
お
り
、
洗

礼
に
よ
っ
て
も
罪
へ
の
傾
向
性
は
残
存
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
見
解
に
基
づ
い
て
、
宮
川
俊
行
「
原
罪
」
に
よ
れ
ば
、「
人

間
に
は
本
来
与
え
ら
れ
る
べ
き
は
ず
だ
っ
た
神
の
い
の
ち
が
欠
け
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
も
原
罪
の
影
響
で
誰
も
が
自
罪
へ
の
強
い
傾
き
を
も
っ

て
い
る
。
た
だ
し
人
間
性
が
完
全
に
破
滅
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
ず
、
善

と
真
に
対
す
る
能
力
も
あ
る
程
度
は
残
っ
て
い
る
。
意
志
は
真
の
善
を
選

ぶ
自
由
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。」（
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ

ク
大
事
典
』
第
二
巻
、七
八
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、人
間
は
す
べ
て
「
自

罪
」、
す
な
わ
ち
「
罪
」（actual sin

）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
神
の
永
遠
法

に
反
す
る
す
べ
て
の
考
え
・
こ
と
ば
・
行
い
・
怠
り
」（
ジ
ョ
ン
・
Ａ
・
ハ
ー

ド
ン
編
著
、
Ａ
・
ジ
ン
マ
ー
マ
ン
監
修
『
カ
ト
リ
ッ
ク
小
事
典
』〔
浜
寛

五
郎
訳
〕、
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、　

九
八
六
年
、
二
二
〇
頁
）
へ
の
強
い
傾

向
性
を
有
し
て
い
る
が
、
道
徳
能
力
は
限
定
さ
れ
た
状
態
で
残
存
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

更
に
、
奥
付
に
「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
認
可
」
と
あ
る
日
本

カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
教
理
委
員
会
訳
・
監
修
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

カ
テ
キ
ズ
ム
』（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、二
〇
〇
二
年
）
第
二
部
「
キ

リ
ス
ト
教
の
信
仰
宣
言
」
第
一
章
「
わ
た
し
は
父
で
あ
る
神
を
信
じ
ま
す
」

第
七
節
「
堕
罪
」
三
「
原
罪
」
に
も
、「
原
罪
は
原
初
の
義
と
聖
性
の
欠

如
で
す
。
し
か
し
、
原
罪
に
よ
っ
て
人
間
本
性
が
全
面
的
に
腐
敗
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
本
性
の
本
来
の
固
有
な
能
力
は
傷
つ
き
、
無

知
と
苦
と
死
に
支
配
さ
れ
る
ま
ま
に
な
り
、
罪
へ
の
傾
き
（
こ
の
傾
き
が

『
欲
望
』
と
呼
ば
れ
ま
す
）
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
洗
礼
は
、
キ

リ
ス
ト
の
恵
み
の
い
の
ち
を
与
え
て
原
罪
を
ぬ
ぐ
い
去
り
、
人
間
を
神
に

向
け
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
の
本
性
を
弱
め
、
悪
へ
の
傾
き
を
持
た

せ
た
原
罪
の
影
響
は
人
間
の
う
ち
に
依
然
と
し
て
存
在
し
、
霊
的
戦
い
を

促
し
ま
す
。」（
一
一
八
頁
）
と
あ
る
。
同
一
の
思
想
が
現
代
に
至
る
ま
で

カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理
の
本
流
と
し
て
大
事
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。同

書
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た
二
〇
〇
二
年
三
月
に
当
時
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

司
教
協
議
会
会
長
の
野
村
純
一
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「『
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』
日
本
語
版
の
発
刊
に
あ
た
っ
て
」
に
よ
れ
ば
、「『
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』
は
、…
…
一
九
九
二
年
一
二
月
七
日
に
、

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
…
…

最
初
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
出
さ
れ
た
こ
の
カ
テ
キ
ズ
ム
は
…
…
ト
リ
エ
ン
ト

公
会
議
（
一
五
四
五
〜
六
三
）
の
カ
テ
キ
ズ
ム
か
ら
四
世
紀
以
上
を
経
て

全
面
的
に
見
直
さ
れ
て
新
し
く
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
…
…

一
九
九
七
年
九
月
九
日
に
八
〇
数
箇
所
の
文
章
を
修
正
し
た
規
範
版
が
ラ

テ
ン
語
で
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
…
…『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』

の
日
本
語
版
は
、
そ
の
翻
訳
で
す
。」（
ｖ
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
同
書
は

ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
以
来
の
カ
テ
キ
ズ
ム
が
大
幅
に
改
変
さ
れ
て
お
り
、

現
代
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
ら
し
い
の
だ
が
、
人
間
が
内
在
的
に
有
す

る
罪
へ
の
傾
向
性
を
認
め
る
と
い
う
点
で
は
伝
統
的
な
カ
テ
キ
ズ
ム
と
一

致
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
カ

ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
歴
史
的
通
貫
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ゆ
え
に
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
特
徴
を
よ
く
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る

と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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と
こ
ろ
で
、『
七
克
』
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
七
つ
の
「
罪
源
」（septem

 

pecca m
ortalia, pecatum

 capitale

）
な
る
傲
慢
（superbia

）、
貪
欲

（avaritia

）、
邪
淫
（luxuria

）、
嫉
妬
（invidia

）、
貪
食
（gula

）、
憤
怒

（ira
）、
怠
惰
（acedia, aligia

）（
前
掲
小
林
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』、

一
〇
七
頁
、
二
六
六
頁
）
を
謙
譲
な
ど
の
七
つ
の
徳
（
前
掲
蓬
左
文
庫
所

蔵
『
七
克　

一
』　
「
目
録
」
に
「
又
言
克
罪
七
端
有
七
德
」
の
箇
所
に
列

挙
）
に
よ
っ
て
克
服
す
る
方
法
を
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
七
つ
の
「
罪

源
」
の
克
服
に
つ
い
て
は
一
六
〇
二
年
刊
の
Ｍ
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
（M

.

Jorge

）『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』（D

octrina C
hristã O

rdenada a 

m
aneira de D

ialogo, pera ensinar os m
ininos, Lisboa

）
の
第
十
章
「
一

般
に
大
罪
と
よ
ば
れ
る
七
つ
の
罪
に
つ
い
て
」（「
影
印
・
翻
訳　

Ｍ
・
ジ
ョ

ル
ジ
ェ
著　

ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン　
（
一
六
〇
二
年
刊
、
大
英
図
書

館
蔵
）」
龜
井
孝
、
Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク
、
小
島
幸
枝
『
日
本
イ
エ
ズ
ス
会

版　

キ
リ
シ
タ
ン
要
理
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
九
十
二
頁
―

九
十
九
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
五
九
一
年
刊
の
『
ど
ち
り
い

な
き
り
し
た
ん
』
の
第
十
「
七
の
も
る
た
る
科
の
事
」
の
箇
所
（「
翻
刻

（（
一
五
九
一
年
刊
））
ど
ち
り
い
な
き
り
し
た
ん
（（
ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書
館

蔵
））」
同
書
、
二
五
三
頁
―
二
五
六
頁
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
七
つ
の
「
罪
源
」
と
そ
の
克
服
に
関
す
る
こ
と
が
ら
は
当
時

の
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
果
た
し

て
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
の
『
天
主
教
要
解
略
』
下
巻
に
も
「
罪
宗
七
端
」
と
い

う
項
目
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
（
十
四
葉
表
―
二
十
三
葉
裏
）。

こ
れ
ら
の
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
に
関
す
る
書
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
を
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
パ
ン
ト
ー
ハ
の
『
七
克
』
の
場
合
は
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
張
鎧『
龐
迪
我
与
中
国
―
―
耶
穌
会「
適

応
」
策
略
研
究
』（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
第
十
章
「
龐

迪
我
与
『
適
応
』
策
略
的
実
施
」
一
「
従
『
七
克
』
到
『
天
主
実
義
続
篇
』、

龐
迪
我
為
推
行
『
適
応
』
策
略
做
出
的
新
努
力
（
上
）」
に
は
明
末
中
国

に
あ
っ
て
名
立
た
る
学
者
で
あ
っ
た
王
徴
が
『
七
克
』
を
読
ん
だ
後
に
パ

ン
ト
ー
ハ
に
会
い
、
両
者
に
影
響
さ
れ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
奉
ず
る

に
至
っ
た
こ
と
が
彼
の
『
畏
天
愛
人
極
論
』
の
中
の
文
を
引
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
（
二
七
八
頁
）。

パ
ン
ト
ー
ハ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
だ
け
で
は
な
く
、
或
い
は
カ
ト

リ
ッ
ク
以
外
の
―
明
末
当
時
に
あ
っ
て
は
大
多
数
の
―
非
キ
リ
ス
ト
者
の

中
国
の
人
々
を
念
頭
に
置
い
て
『
七
克
』
を
書
き
著
わ
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
七
克
自
序
」
の
中
の
欲
望
の
担
い

手
は
洗
礼
を
受
け
て
カ
ト
リ
ッ
ク
に
な
っ
た
者
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
広

く
原
罪
の
縄
目
に
搦
め
捕
ら
れ
罪
へ
の
傾
向
性
を
内
側
に
有
す
る
非
キ
リ

ス
ト
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
中
国
の
人
々
、
と
り
わ
け
「
士
大
夫
」
や
「
読

書
人
」
と
呼
ば
れ
る
知
識
人
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
得

る
。パ

ン
ト
ー
ハ
は
自
序
の
中
で
「
人
惟
汨
以
私
乃
罪
、

状
諸
惡
根
。」

（
一
葉
表
）
と
述
べ
る
。
何
故
、「
根
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
近
藤
司
朗
編
『
新
共
同
訳　

新
約
聖
書
語
句
事
典
』（
教
文
館
、

一
九
九
一
年
）
は
第
一
テ
モ
テ
六
章
十
節
「
金
銭
の
欲
は
、
す
べ
て
の
悪
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の
根
で
す
。」
を
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（
四
二
七
頁
）。
ヴ
ル
ガ
タ
の

該
当
箇
所
は
、“R

adix enim
 om

nium
 m

alorum
 est cupiditas.”

と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
カ
テ
キ
ス
ム
ス
・
カ
ト
リ
ク
ス
』（

, cura et 

studio Petri C
ardinalis G

asparri concinnatus 

〔Typis Polyglottis 

Vaticanis, 1933
〕）
の
第
十
一
章
（C

aput X
I.

）「
自
罪
に
つ
い
て
」（D

e 

peccatis actualibus seu personalibus.

）
第
五
七
五
問
（Q

. 575.

）「
罪

源
と
は
一
体
、
何
で
す
か
。」（

）

（
二
五
八
頁
）
の
箇
所
で
答
と
し
て
七
つ
の
こ
と
が
ら
（superbia, 

avaritia, luxuria, ira, gula, invidia, acedia

）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
後
の
第
五
七
六
問
（Q

. 576.

）「
こ
れ
ら
の
罪
は
何
故
、『
源
』（capitalia

―
直
訳
す
れ
ば
、「
主
要
な
」
ほ
ど
の
意
味
）
と
呼
ば
れ
る
の
で
す
か
。」

（

）（
同
頁
）
へ
の
答
え
が
、「
こ

れ
ら
の
罪
が
『
源
』
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
ち
ょ
う
ど
他
の
罪
の

源
（fons

）
と
根
（radix

）
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。」（H

aec 

peccata dicuntur capitalia, guia sunt veluti fons et radix  ceterorum
 

peccatorum
 et vitiorum

.”

（
同
頁
―‘vitium

’

と‘peccatum
’

と
の
差
異
が

分
か
ら
な
い
。
前
掲
小
林
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』（
東
京
堂
）
の

「V
itium

」
の
項
に
は
「
罪
、
不
徳
、
悪
習
。」〔
一
五
五
頁
〕
と
あ
り
、

熟
語
と
し
て‘vitium

 capitale’

を
挙
げ
、「
罪
源
」と
記
し
て
い
る〔
同
頁
〕。

‘vitiorum
’

を
ど
の
よ
う
に
訳
の
上
に
反
映
す
べ
き
で
あ
る
か
、
分
か
ら

な
か
っ
た
）
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
自
序
の
中
の
「
諸
惡
根
」
と
い
う
言
い
方
は
カ
ト
リ
ッ
ク
要

理
の
中
の
語
句
に
拠
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
得
る
。
こ
れ
は
日
本
で
出

た
前
掲
一
五
九
一
年
刊
の
『
ど
ち
り
い
な
き
り
し
た
ん
』
の
第
十
「
七
の

も
る
た
る
科
の
事
」
の
中
の
「
科
の
し
な
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
よ
ろ
づ
の

科
の
こ
ん
げ
ん
と
な
る
科
は
七
あ
り
」（
前
掲
『
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
版　

キ
リ
シ
タ
ン
要
理
』
岩
波
書
店
、
二
五
三
頁
）
の
一
文
が
対
応
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
自
序
に
お
い
て
は
「
諸
惡
根
」
の
指
し
示
し
て
い
る
も
の
は
、「
私
」

に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
欲
望
の
状
態
で
あ
る
と
こ
ろ
の
原
罪
の
在
り
様
で

あ
る
。
他
方
、「
罪
源
」
は
そ
の
根
な
る
原
罪
が
具
体
化
し
た
「
枝
」
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、『
カ
テ
キ
ス
ム
ス
・
カ
ト
リ
ク
ス
』

中
の‘radix’

と
「
七
克
自
序
」
中
の
「
根
」
は
正
確
に
は
対
応
し
て
い
な

い
。
け
れ
ど
も
両
者
の
間
に
は
概
念
上
の
親
縁
性
が
認
め
ら
れ
は
し
な
い

か
。要

す
る
に
、
パ
ン
ト
ー
ハ
は
罪
と
欲
の
問
題
を
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ

ク
の
文
脈
に
即
し
て
捉
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
是
故
私
欲
一
根
也
。」（
前
掲
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
七
克　

一
』
パ
ン
ト
ー

ハ
「
七
克
自
序
」、
一
葉
表
）
の
中
の
「
私
欲
」
は
紛
れ
も
な
く
中
国
思

想
中
の
代
表
的
な
概
念
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
私
欲
」
は
そ
の

本
質
と
し
て
神
の
意
思
に
背
反
し
た
結
果
、
受
け
継
い
だ
と
さ
れ
る
原
罪

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
罪
へ
の
傾
向
性
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
解
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
う
。

原
罪
に
由
る
と
こ
ろ
の
罪
へ
の
傾
向
性
な
る
「
私
欲
」
が
根
と
な
っ
て

―
「
罪
源
」
を
「
枝
」
と
し
て
形
象
化
さ
せ
る
。
次
に
は
こ
の
「
罪
源
」
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が
思
い
、
言
葉
、
行
な
い
の
次
元
で
も
ろ
も
ろ
の
罪
を
具
体
化
さ
せ
る
。

前
掲
小
林
編
『
キ
リ
ス
ト
教
百
科
事
典
』（
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
）
の
「
自
罪
」

の
項
に
、「
知
り
つ
つ
自
由
意
志
を
も
っ
て
、
思
い
、
望
み
、
言
、
行
な
い
、

怠
り
で
、
神
の
意
志
に
そ
む
く
こ
と
を
罪
と
い
い
、
人
祖
の
犯
し
た
原
罪

に
対
し
て
、こ
れ
を
『
自
罪
』
と
い
う
。」（
七
三
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

思
い
、
言
葉
、
行
な
い
の
次
元
で
犯
す
悪
し
き
行
為
は
自
罪
で
あ
る
。「
種

種
罪
訧
、
非
義
之
念
慮
言
動
、
七
枝
之
結
爲
實
、
披
爲
葉
也
。」（
同
「
七

克
自
序
」、
一
葉
表
）
と
い
う
自
序
の
中
の
文
は
「
念
慮
言
動
」
と
い
う

語
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
七
つ
の
罪
源
が
「
念
慮
」
で
す
な
わ

ち
思
い
、「
言
動
」、
す
な
わ
ち
言
葉
と
行
な
い
の
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
自
罪

と
な
っ
て
展
開
し
て
行
く
こ
と
を
端
的
に
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。

地
獄
之
火
、
此
樹
薪
之
、
故
曰
去
私
欲
而
獄
火
自
無
矣
。
世
間
疾
憂

患
亂
、
身
心
不
寧
、
皆
由
食
此
樹
之
實
、
而
作
者
拔
此
樹
于
世
、
而

人
皆
天
神
也
、
視
人
如
巳
、
視
死
如
歸
、
天
堂
境
界
豈
遠
乎
哉
（
同

「
七
克
自
序
」、
一
葉
表
裏
）。

地
獄
の
火
は
人
が
地
上
で
犯
し
た
罪
を
薪
と
し
て
燃
え
る
。
だ
か
ら
罪

へ
の
傾
向
性
を
そ
の
本
質
と
す
る
「
私
欲
」
が
取
り
去
ら
れ
る
な
ら
ば
、

地
獄
の
火
は
独
り
で
に
消
え
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
世
で
の
困
苦
や
騒

擾
、
心
と
体
の
不
調
な
ど
は
こ
と
ご
と
く
罪
の
も
た
ら
す
と
こ
ろ
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

然
而
克
欲
修
徳
、
終
日
論
之
、
畢
世
務
之
、
而
傲
妬
忿
淫
諸
欲
卒
不

見
消
、
謙
仁
貞
忍
諸
徳
卒
不
見
積
、
其
故
云
何
。
有
三
蔽
焉
、
一
曰

不
念
本
原
、
二
曰
不
清
志
嚮
、
三
曰
不
循
節
次
（
同
「
七
克
自
序
」、

一
葉
裏
）。

と
こ
ろ
が
「
私
欲
」
を
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
み
て
も
所
期
の
目
的
は

達
せ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
「
大
本
を
考
え
な
い
」（
不
念
本
原
）、「
心
の

向
か
う
と
こ
ろ
を
清
く
し
な
い
」（
不
清
志
嚮
）、「
順
序
を
守
ら
な
い
」（
不

循
節
次
）
と
い
う
三
つ
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

夫
世
之
傲
然
自
是
者
、
咸
謂
修
徳
克
欲
之
力
量
、
我
自
能
之
、
不
知

自
有
生
來
、
但
有
一
念
堤
醒
、

非　

天
主
上
帝
賜
我
者
、
富
貴
壽

安

暫
之
福
、
有
一
隙
之
明
者
、
皆
知
出
于　

上
帝
、
而
克
欲
修
徳

最
難
劇
務
、
妄
自
認
爲
己
能
、
謬
孰
甚
歟
、
如
知
力
量
悉
從　

上
帝

而
出
、
其
於
欽
事
祈
隲
自
不
容
已
、
迨
徳
成
欲
克
皆
認　

帝
賜
也
、

彼
謂
我
自
能
之
、
不
縁　

帝
力
、
乃
由
傲
魔
所
中
、
忘
却
本
原
、
冥

自
是
、
聞
諛
則
沾
沾
自
喜
、
稍
拂
則
謂
非
所
應
遇
而
怨
尤
不
已
、

此
其
所
修
何
徳
（
同
「
七
克
自
序
」、
一
葉
裏
―
二
葉
表
。
印
刷
の

不
鮮
明
な
箇
書
は
臺
灣
學
生
局
本
『
天
學
初
函　
（
二
）』〔
七
一
〇

頁
―
七
一
一
頁
〕）
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
た
だ
、「
欽
」
の
字
は
前
掲

『
明
清
間
耶
穌
會
士
訳
著
提
要
』〔
四
十
一
頁
〕
に
基
づ
い
た
）。

自
分
を
教
え
導
く
思
い
は
神
か
ら
の
賜
物
で
あ
る
。
束
の
間
の
幸
福
と

し
て
ほ
の
か
な
光
明
を
も
た
ら
す
富
貴
や
長
寿
、
安
寧
は
こ
と
ご
と
く
神

に
淵
源
す
る
。
力
が
こ
と
ご
と
く
神
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
れ
ば
、
神
に
仕
え
祈
ら
ざ
る
を
得
ず
、
徳
の
完
成
と
欲
望
の
克
服
は
神

か
ら
の
賜
物
で
あ
る
と
認
め
る
よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
の
業
は

神
の
力
を
借
り
な
い
で
自
分
独
り
の
力
だ
け
で
出
来
る
と
言
う
の
は
、
傲
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慢
の
魔
に
支
配
さ
れ
大
本
の
存
在
を
忘
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は

徳
を
修
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
れ
が
「
大
本
を
考
え
な
い
」（
不
念

本
原
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
徳
目
の
完
成
が
神
か
ら
の
賜
物
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
は
カ

ト
リ
ッ
ク
の
恩
寵
論
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
小
林

『
キ
リ
ス
ト
教
百
科
事
典
』（
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
）
の
「
恩
寵
」
の
項
に
は
、

「
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
に
よ
れ
ば
、
聖
寵
と
は
人
に
救
霊
を
ま
っ
と
う
さ
せ

る
た
め
に
、
神
の
与
え
る
超
自
然
の
恵
み
で
あ
り
、
助
力
の
聖
寵
と
成
聖

の
聖
寵
と
の
二
種
が
あ
る
。
前
者
は
人
に
悪
を
さ
け
善
を
行
わ
せ
る
た
め

に
霊
魂
を
照
ら
し
強
め
る
神
の
助
け
で
、
こ
れ
は
未
信
者
に
も
罪
人
に
も

与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
成
聖
の
聖
寵
と
は
、
霊
魂
に
と
ど
ま
っ
て
こ

れ
を
聖
化
し
神
の
永
遠
の
生
命
に
あ
ず
か
ら
し
め
る
恵
み
で
あ
り
、
た
ん

に
聖
寵
と
い
う
と
き
は
、
こ
の
ほ
う
を
さ
す
の
で
あ
る
。」（
二
九
一
頁
）

と
あ
る
。
恩
寵
に
は
「
助
力
の
聖
寵
」（gratia actualis
）（
前
掲
小
林
『
キ

リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』
東
京
堂
、五
十
七
頁
）
と
「
成
聖
の
聖
寵
」（gratia 

）（
同
頁
）
が
あ
る
。
前
者
の
「
助
力
の
聖
寵
」
は
人
が
善

を
な
す
た
め
に
キ
リ
ス
ト
者
と
非
キ
リ
ス
ト
者
の
双
方
に
神
か
ら
与
え
ら

れ
る
普
遍
的
な
恩
寵
で
あ
る
。
徳
の
完
成
は
神
か
ら
の
賜
物
で
あ
る
と
、

パ
ン
ト
ー
ハ
が
述
べ
て
い
る
の
は
「
助
力
の
聖
寵
」
の
働
き
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
に
加
え
て
重
要
な
こ
と
は‘D

eus’

す
な
わ
ち
「
神
」
と
い
う
語

に
中
国
古
典
の
中
の
「
上
帝
」
と
い
う
語
を
当
て
て
、
道
徳
的
行
為
の
完

成
は
「
上
帝
」
か
ら
の
賜
物
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
カ

ト
リ
ッ
ク
の
恩
寵
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
民
族
を
超
え
キ
リ
ス
ト
者
と
非
キ

リ
ス
ト
者
の
区
別
な
く
す
べ
て
の
善
い
行
な
い
は
神
か
ら
の
恩
寵
に
よ
る

以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。
そ
の
恩
寵
の
施
与
者
が
中
国
の
知
識
人
に
慣
れ

親
し
ん
だ
「
上
帝
」
と
い
う
土
着
的
な
語
と
し
て
言
い
表
わ
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
彼
ら
の
心
に
共
振
作
用
を
呼
び
起
こ
す
に
益
し
た
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

と
い
う
の
も
佐
野
公
治
「
明
代
に
お
け
る
上
帝
・
鬼
神
・
霊
魂
観
」
に

よ
れ
ば
、「
実
は
陽
明
学
の
後
流
や
そ
の
影
響
を
う
け
た
一
部
を
主
と
し

て
と
り
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
」（
大
阪
大
学
中
国
学
会
『
中
国
研
究
集
刊
』

辰
号
、
一
九
九
三
年
、
九
二
一
頁
）
と
い
う
限
定
付
き
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
王
龍
渓
の
文
章
に
見
ら
れ
る
「
上
帝
鬼
神
の
実
在
観
、
神
々
や
鬼
神

が
昭
臨
し
て
人
間
の
行
為
を
監
視
し
て
い
る
こ
と
に
む
け
て
の
畏
怖
感
は

当
時
に
あ
っ
て
は
民
衆
ば
か
り
で
は
な
く
知
識
人
の
間
に
も
広
く
行
き
わ

た
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
…
…
当
時
に
は
、
最
高
神
と
し
て
の
上
帝
の

実
在
は
、ほ
と
ん
ど
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。」（
九
〇
七
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
明
末
中
国
に
お
い
て
知
識
人
の
間
に
人
格
的
存
在
と
し

て
の
上
帝
の
実
在
に
関
す
る
意
識
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
尚
、同
論
文
に
つ
い
て
は
土
田
健
次
郎『
江
戸
の
朱
子
学
』（
筑

摩
選
書
、
二
〇
一
四
年
）
の
「
注
」（
73
）（
二
四
二
頁
）
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
出
来
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

凡
人
善
惡
係
於
所
志
、
有
善
業
而
無
善
志
、
猶
人
形
而
無
靈
神
、
非

人
徒
人
形
耳
。
輕
舟
利
車
、
濟
人
於
難
而
人
不
賞
功
、
何
者
。
舟
車

有
功
而
無
濟
人
之
志
耳
。
修
徳
克
欲
者
、
惟
是

潔
其
一
心
以
媚
兹　
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上
帝
、
其
志
貴
也
、
次
則
志
羨
天
徳
之
美
也
、
次
則
志
在
乎
生

浄
心
之
樂
、
而
身
後
獲
見　

天
帝
與
神
聖
耦
也
。
若
修
徳
而
雜
之
以

富
貴
榮
名
世
福
之
朢
、
則
所
修
非
徳
、
乃
修
他
欲
而
襲
徳
貌
耳
、
非

以
徳
攻
欲
、
乃
以
欲
攻
欲
耳
、
舊
欲
未
去
、
新
欲
增

焉
。
夫
徳
所

至
忌
世
福
之
羡
也
、
袪
欲
者
所
攻
、
正
攻
此
羡
世
福
之
俗
腸
、
有
所

攻
以
積
徳
、又
操
所
以
毀
之
、徳
烏
乎
成
。
故
志
嚮
不
可
不
清
也
（
同

「
七
克
自
序
」、
二
葉
表
裏
。
破
損
部
分
の
「
攻
以
」
は
前
掲
臺
灣
學

生
書
局
本
七
一
二
頁
に
よ
っ
て
補
っ
た
）。

人
の
行
な
う
善
と
悪
は
意
志
に
係
わ
っ
て
い
る
。
善
き
行
な
い
は
善
き

意
志
に
基
づ
い
て
こ
そ
初
め
て
意
味
が
あ
る
。
徳
を
修
め
欲
望
を
克
服
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
心
の
汚
れ
を
除
き
心
を
清
く
し
て
神
を
喜
ば
せ
よ

う
と
す
る
意
志
こ
そ
が
最
も
重
ん
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
次
に
重
ん
ぜ

ら
れ
る
べ
き
は
天
上
の
徳
の
麗
し
さ
を
慕
う
意
志
で
あ
る
。
そ
の
次
に
重

ん
ぜ
ら
れ
る
べ
き
は
こ
の
世
で
は
清
浄
な
心
の
も
た
ら
す
喜
び
を
享
受

し
、
死
後
に
は
神
と
聖
人
に
見
え
る
こ
と
を
求
め
る
意
志
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
徳
を
修
め
る
と
き
に
富
貴
や
名
声
な
ど
の
こ
の
世
の
幸
福
へ
の
願

望
を
差
し
挟
む
な
ら
ば
、
そ
れ
は
内
側
に
欲
望
を
抱
い
て
い
る
の
に
外
側

で
有
徳
者
の
ふ
り
を
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
徳
の
最
も
嫌
う
と
こ
ろ

は
こ
の
世
の
幸
福
に
心
を
奪
わ
れ
こ
れ
を
願
い
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。

善
き
行
な
い
は
神
の
恩
寵
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
こ

に
人
間
の
側
の
自
由
意
志
が
発
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
に
恩
寵
が

あ
り
、そ
れ
に
応
え
る
形
で
自
由
意
志
が
後
続
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

パ
ン
ト
ー
ハ
の
文
章
は
「
三
蔽
」、
す
な
わ
ち
三
つ
の
覆
い
の
う
ち
の
第

一
の
「
不
念
本
原
」
の
部
分
と
第
二
の
「
不
清
志
嚮
」
の
部
分
か
ら
は
そ

の
よ
う
な
構
造
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
。

決
議
草
案
の
骨
子
が
「
一
つ
は
人
間
の
意
志
は
義
化
の
全
過
程
を
司
る

神
の
恩
寵
と
協
力
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
人
間
は
何
ら
か
の
功

徳
（m

eritum

）
を
積
む
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
、
二
つ
に
は
、
人
間
を

聖
化
す
る
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
人
間
は
内
的
に
聖
化
さ
れ
る
こ
と
」（
前

掲
イ
ェ
デ
ィ
ン
『
公
会
議
史
』、
一
一
二
頁
）
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
ト
リ

エ
ン
ト
公
会
議
第
六
総
会
で
の
「
義
化
に
つ
い
て
の
教
令
」（
一
五
四
七

年
一
月
十
三
日
）
の
第
五
章
「
成
人
の
場
合
に
お
け
る
義
化
へ
の
準
備
の

必
要
性
と
そ
の
起
源
に
つ
い
て
」に
お
い
て
、「
分
別
の
あ
る
者
に
と
っ
て
、

こ
の
義
化
は
、
イ
エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
神
の
先
行
的
恩
恵
に
よ
っ

て
始
ま
る
も
の
で
あ
る
（
第
三
条
）。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
の
功
徳
は

少
し
も
な
か
っ
た
が
神
の
招
き
に
よ
っ
て
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
彼
ら
を
呼
び
さ
ま
せ
、
助
け
る
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、
罪
を
も
っ
て
神

に
そ
む
い
た
者
が
、
そ
の
恩
恵
に
自
由
に
同
意
し
（
第
四
、五
条
）、
協
力

し
て
、
彼
ら
自
身
の
義
化
に
心
を
向
け
る
よ
う
に
準
備
す
る
の
で
あ
る
。

…
…
し
か
し
な
が
ら
、
神
の
恩
恵
な
し
に
自
分
の
自
由
意
志
だ
け
で
は
、

神
の
義
に
自
分
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
第
三
条
）。」（
前

掲
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
文
書
資
料
集
』（
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、
二
七
四
頁

―
二
七
五
頁
）
と
あ
る
。「
義
化
」、
或
い
は
「
成
義
」
と
訳
さ
れ
る

‘
’

は
、「
罪
（
不
義
）
の
状
態
よ
り
人
間
を
恩
寵
（
正
義
）
の

状
態
に
た
か
め
る
こ
と
」（
前
掲
小
林『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』東
京
堂
、

三
〇
一
頁
）
を
意
味
し
、
そ
れ
は
神
の
先
行
的
恩
寵
に
対
し
て
人
間
の
側
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が
「
自
由
意
志
」（liberum

 arbitrium

）
に
基
づ
い
て
協
力
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
舟
車
有
功
而
無
濟
人
之
志

耳
。」、
す
な
わ
ち
舟
や
車
は
働
き
が
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
人
を
助
け
よ

う
と
す
る
意
志
が
な
い
と
い
う
語
句
の
中
に
は
、
人
間
は
神
か
ら
の
働
き

か
け
の
単
な
る
客
体
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
へ
の
能
動
的
な
主
体

で
も
あ
る
こ
と
の
表
明
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

凡
有
志
修
徳
者
、
必
曰
吾
必
使
無
絲
毫
人
欲
之
私
。
語
甚
美
矣
、

言
之
易
也
、
行
之
難
也
、
一
言
而
盡
、
百
年
不
能
迄
攻
、
一
欲
難
於

勝
一
國
、
矧
併
攻
諸
欲
乎
。
且
徳
之
初
修
也
、
甚

甚
弱
、
而
欲
之

初
受
攻
也
、
方
鉅
方
强
、
以

弱
之
徳
攻
鉅
强
之
欲
、
意
徒

而
欲

彌
增
、
旋
廢
業
而
反
受
其
害
。
夫
克
私
欲
如
拆
舊
屋
也
、
先
拆
址
者

室
覆
材
破
、
人
受
壓
焉
、
先
拆
甍
簷
、
漸
至
於
柱
礎
、
則
材
與
人
不

傷
而
攻
易
奏
。
是
以
克
欲
者
、

一
一
別
攻
之
、
始
于
易
小
、
俟
徳

力
滋
鉅
矣
、
乃
始
漸
進
於
難
且
大
者
、
以
漸
滋
致
精
、
道
路
更
穩
、

如
過
于
亟
、
易
于
碍
墜
。
故
曰
進
徳
如
升
梯
、
謹
行
勿
奔
、
奔
必
隕
、

不
控
于
地
不
已
矣
、
亟
修
而
無
度
、
非
自
恃
而
凌

、
即
速

而
委

頓
耳
。
此
不
循
節
次
之
咎
也
（
同
「
七
克
自
序
」、二
葉
裏
―
三
葉
表
。

印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
は
前
掲
臺
灣
學
生
書
局
本
七
一
二
頁
―

七
一
三
頁
に
よ
っ
て
補
っ
た
）。

「
私
欲
」
―
こ
こ
で
は
本
質
的
に
「
原
罪
」
に
根
ざ
す
と
こ
ろ
の
罪
へ

の
傾
向
性
に
搦
め
捕
ら
え
ら
れ
た
欲
望
を
指
す
の
で
は
な
い
か
―
を
克
服

す
る
に
は
然
る
べ
き
順
序
に
従
い
段
階
を
踏
ん
で
個
個
の
課
題
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
文
中
の
「
自
恃
而
凌

」
の

「
凌

」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
第
二
巻
に
掲
げ
ら
れ
（
四
二
〇
頁
）、「
超
越
；

超
出
尋
常
順
序
。」（
同
頁
）
と
語
義
が
記
さ
れ
て
い
る
。
挙
げ
ら
れ
た
幾

つ
か
の
用
例
の
う
ち
、清
の
唐
孫
華
の「
題
呉
門

氏
秋
夜
課
子
讀
書

」

の
中
の
前
後
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
「
男
兒
十
五
志
、
千
里
看

。
善

學
在
漸
涵
、
善
教
無
凌

。
鑽

 

不
休
、
雲
霄
竚
可
躡
。」（
上
海
古
籍

出
版
社
『
東
江
詩
鈔
』
一
九
七
九
年
、
二
七
八
頁
）
と
い
う
語
句
が
よ
く

特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
こ
の
語

は
「

等
」
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
そ
う
で
あ
る
と

す
れ
ば
、「
学
問
に
お
い
て
段
階
・
順
序
を
重
ん
ず
る
の
も
、
朱
子
学
の

顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。
朱
子
が
つ
ね
に
く
り
か
え
す
言
葉
を
用
い
れ
ば
、

『

等
（
等
級
を
と
び
越
す
こ
と
）
を
忌
む
』
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。」

（
島
田
虔
次
「
中
国
古
典
選
六
」『
大
学
・
中
庸
（
上
）』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
七
八
年
、
六
十
一
頁
―
六
十
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
自
序
の
文
章

は
朱
子
の
主
張
に
重
な
り
合
い
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
と
言
え
そ
う
で

あ
る
。

溝
口
雄
三
「
い
わ
ゆ
る
東
林
派
人
士
の
思
想
―
前
近
代
期
に
お
け
る
中

国
思
想
の
展
開
（
上
）
―
」
に
よ
れ
ば
、「
東
林
派
人
士
に
つ
い
て
い
え
ば
、

な
る
ほ
ど
彼
ら
は
朱
子
を
擁
護
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、一
方
で
理
気
一
元
、

性
に
お
け
る
気
質
本
然
の
合
一
の
方
向
に
明
ら
さ
ま
に
歩
を
進
め
て
い
る

わ
け
で
、
こ
れ
は
王
陽
明
以
上
に
徹
底
し
た
朱
子
学
の
破
壊
で
あ
る
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
七
十
五
冊
、

一
九
七
八
年
、
二
四
四
頁
―
二
四
五
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
東
林
派
は
朱

子
学
擁
護
の
側
面
と
同
時
に
朱
子
学
破
壊
の
一
面
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
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あ
る
。
こ
の
場
合
、
道
徳
的
な
工
夫
を
段
階
を
逐
っ
て
実
践
し
よ
う
と
す

る
朱
子
の
立
場
は
、
無
善
無
悪
思
想
に
反
対
す
る
傾
向
を
有
す
る
と
思
わ

れ
る
東
林
派
も
支
持
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

前
掲
小
林
『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』（
東
京
堂
）
の
「
成
義
」
の
項

に
は
、「
ル
ッ
タ
ー
に
よ
れ
ば
信
仰
に
よ
り
て
の
み
義
と
さ
れ
る
が
、
カ

ト
リ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
信
仰
で
は
じ
ま
り
、
希
望
・
対
神
愛
・
痛
悔
・
遷

善
の
決
心
・
秘
蹟
の
拝
領
に
至
る
ま
で
の
倫
理
的
準
備
が
、
成
義
に
は
必

要
と
さ
れ
る
。」（
三
〇
一
頁
）と
あ
る
よ
う
に
、カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
日
々
、

神
か
ら
の
恩
寵
を
頼
り
に
自
由
意
思
に
基
づ
き
、
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の

善
き
行
な
い
を
一
つ
ず
つ
順
序
に
従
っ
て
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
表
層
的
に
は
東

林
派
に
受
容
さ
れ
得
る
道
徳
実
践
の
在
り
方
を
意
図
し
て
書
い
て
い
る
と

い
う
よ
う
に
見
え
て
、
深
層
的
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
の
生
活
実

践
の
在
り
方
を
淡
淡
と
表
白
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

迪
我
八
萬
里
外
、

國
之
旅
、
蚤
荷　

天
主
靈
慈
、
悟
此
世
福
至
暫

至

、
匪
堅
匪
駐
、
轉
思
身
後
、
實
具
永
年
禔
福
、
爰
從
耶
穌
會
教

習
、
聞

傑
光
闡
之
㫖
、
正
己
化
俗
、
憫
夫
邪

充
塞
、
不
知　

天

主
爲
人
物
真
主
、
不
思
天
堂
有
真
修
捷
路
、
乃
偕
數
友
東
來
、
九
死

一
生
、
渉
海
三
載
而
抵
中
華
、
中
華
語
言
文
字
迥
不
相
通
、
苦
心
習

學
、
復
似
童

、
近
稍
暁
其
大
略
、
得
接
講
論
、
竊
見
有
志
儒
賢
多

務
修
徳
克
己
之
功
、
同
方
合
志
、
萬
里
非
懸
、

縁
三
者
之
蔽
、
隔

藩
未
一
、因
繹
所
聞
及
所
管
闚
一
二
、以
資
印
可
（
同
「
七
克
自
序
」、

三
葉
表
裏
）。

パ
ン
ト
ー
ハ
は
神
の
慈
み
に
よ
っ
て
こ
の
世
の
幸
福
が
束
の
間
の
移
ろ

い
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
死
後
の
永
遠
の
幸
い
を
願
い
、
イ

エ
ズ
ス
会
に
入
り
教
え
を
学
ん
だ
。こ
の
世
で
は
誤
っ
た
思
想
が
蔓
延
し
、

そ
の
た
め
神
が
人
間
の
真
の
主
で
あ
り
、
天
国
へ
の
道
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
な
い
で
い
る
。
数
名
の
友
と
三
年
の
危
険
な
航
海
の
後
に
訪
れ

た
中
国
で
は
言
語
と
文
字
が
自
分
た
ち
の
も
の
と
著
し
く
異
な
る
た
め
、

パ
ン
ト
ー
ハ
は
子
供
の
よ
う
に
な
っ
て
こ
れ
を
学
ん
だ
結
果
、
よ
う
や
く

そ
の
あ
ら
ま
し
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
そ
し
て
分
か
っ
た
こ
と

に
、中
国
の
知
識
人
も
ま
た
徳
を
修
め
欲
望
を
克
服
す
る
こ
と
に
尽
力
し
、

万
里
の
懸
隔
を
感
じ
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
欲
望
を
克
服
す

る
う
え
で
の
三
つ
の
問
題
に
つ
き
理
解
の
隔
て
が
あ
る
の
で
、
聞
き
及
ぶ

と
こ
ろ
を
些
か
書
き
表
わ
し
て
理
解
の
助
け
に
供
し
た
い
と
い
う
の
で
あ

る
。文

中
の
「
同
方
合
志
」
は
『
礼
記
』「
儒
行
」
の
中
に
、「
儒
有
合
志
同

方
、
營
道
同
術
、
並
立
則
樂
、
相
下
不
厭
、
久
不
相
見
、
聞
流
言
不
信
。

其
行
本
方
立
義
、
同
而
進
、
不
同
而
退
。
其
交
友
有
如
此
者
。」（
鄭
玄
注
、

孔
穎
達
疏
『
禮
記
正
義
』
巻
第
五
十
九
「
儒
行
」
第
四
十
一
〔「
十
三
經

注
疏
整
理
本
」
第
十
五
冊
、
一
八
五
五
頁
〕）
と
あ
る
。
更
に
こ
の
部
分

の
孔
穎
達
の
「
疏
」
に
は
、「『
合
志
同
方
』
者
、
方
、
猶
法
也
。
言
儒
者

與
交
友
合
齊
志
意
、
而
同
於
法
則
也
。」（
同
整
理
本
、
同
頁
）
と
あ
る
。

中
国
の
知
識
人
が
友
と
の
交
わ
り
に
お
い
て
心
と
方
法
を
同
じ
く
す
る
こ

と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
古
典
に
由
来
す
る
語
句
の
的
確
な
使
用
は

自
序
が
中
国
の
知
識
人
の
助
け
を
借
り
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
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す
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

「
七
克
自
序
」
の
全
編
は
奇
を
衒
う
こ
と
な
く
、
淡
淡
と
素
朴
に
書
か

れ
て
い
る
。
表
層
の
中
国
の
知
識
人
に
受
容
さ
れ
得
る
文
章
と
深
層
の
自

身
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
と
し
て
の
信
仰
を
表
わ
し
た
文
章
の
二
層
構
造

に
な
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
を
誇
る
こ
と
も
な
け
れ

ば
、
中
国
の
儒
教
思
想
に
迎
合
す
る
こ
と
も
な
い
。
言
わ
ば
、
文
人
の
文

章
と
し
て
は
韜
晦
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
不
思
議
な
感
懐
を
覚
え
る
。
地

上
の
幸
福
の
は
か
な
さ
を
知
り
、
自
分
は
万
里
の
隔
て
を
越
え
て
真
の
幸

い
に
至
る
真
の
道
を
知
ら
せ
る
た
め
に
中
華
の
地
に
や
っ
て
来
た
と
い
う

言
葉
は
明
末
の
知
識
人
の
心
に
も
言
い
様
の
な
い
不
思
議
な
響
き
を
も
っ

て
迫
っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
点
に
お
い
て
マ
ッ
テ
ー
オ
・
リ
ッ
チ
が
明
末
の
異

色
の
思
想
家
李
摯
に
「
但
不
知
到
此
何
爲
、
我
已
經
三
度
相
會
、
畢
竟
不

知
到
此
何
幹
也
。
意
其
欲
以
所
學
易
吾
周
、
孔
之
學
、
則
又
太
愚
、
恐
非

是
爾
。」（「
與
友
人
書
」「
續
焚
書
」
巻
一
『
焚
書　

續
焚
書
』
中
華
書
局
、

一
九
七
五
年
、
三
十
五
頁
）（
こ
の
部
分
は
溝
口
雄
三
訳
で
は
、「
た
だ
私

に
分
か
ら
ぬ
の
は
、
こ
の
地
に
何
を
し
よ
う
と
し
て
や
っ
て
来
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
、
す
で
に
今
ま
で
三
度
も
会
っ
て
い
ま
す
が
、
結
局
こ
こ
で

何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
分
か
ら
ず
じ
ま
い
で
す
。
も
し
彼
が
か
の
国

で
学
ん
だ
と
こ
ろ
を
も
っ
て
周
・
孔
の
学
に
と
っ
て
か
わ
ら
せ
よ
う
と
意

図
し
て
い
る
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ま
た
ひ
ど
く
愚
か
と
い
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
が
、
ま
さ
か
そ
う
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。」〔
平
凡
社

中
国
古
典
文
学
大
系
第
五
十
五
巻
『
近
世
随
筆
集
』、二
八
四
頁
〕
と
な
っ

て
い
る
）
と
書
か
せ
て
い
る
の
と
は
対
蹠
的
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
彼

ら
は
パ
ン
ト
ー
ハ
の
存
在
を
通
し
て
「
上
帝
」
と
「
天
主
」
の
言
葉
に
思

い
を
幾
度
と
な
く
巡
ら
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
（
続
）。

付
記「

大
阪
商
舩
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
大
正
末
期
に
寄
贈
さ
れ
一
橋
大

学
図
書
館
の
所
蔵
に
な
っ
たSam

uel Purchas, 
 

 or 

, vol.Ⅻ

（G
lasgow, 1906

尚
、同
書
は
同
シ
リ
ー

ズ
の
他
の
十
九
冊
と
共
に
二
〇
〇
六
年
の
予
算
で
愛
知
大
学
豊
橋
図
書
館

に
購
入
配
架
さ
れ
て
い
る
）
の
第
六
章
に
は
一
六
〇
二
年
三
月
九
日
に
ト

レ
ド
の
管
区
長
グ
ス
マ
ン
（Luys de G

uzm
an

）
宛
て
に
出
さ
れ
た
パ
ン

ト
ー
ハ
の
手
紙
の
英
訳
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
三
三
一
頁
―
四
一
〇

頁
）。
こ
こ
に
は
来
華
の
目
的
が
官
職
を
得
る
こ
と
で
な
く
、「
神
の
法
を

広
め
る
」（dilate the Law

 of G
od

）（
三
五
二
頁
）
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

興
味
深
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
知
識
人
は
謙
遜
な
面
持

ち
を
備
え
有
能
で
あ
る
こ
と
（
三
七
六
頁
）
や
官
僚
の
中
に
は
異
邦
人

（G
entiles

）
で
あ
り
な
が
ら
共
通
善
の
実
現
を
目
指
す
優
秀
な
人
間
が
い

る
こ
と
（
三
八
七
頁
）
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
序
の
記
述
と

照
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
富
は
中
国
の
富
を
凌

駕
す
る
と
述
べ
た
り
（
三
七
七
頁
）、
ま
た
中
国
の
知
識
人
は
自
文
化
至

上
主
義
に
陥
っ
て
い
る
と
捉
え
こ
れ
を
笑
う
べ
き
こ
と
だ
と
し
て
い
る
こ

と
（
三
九
九
頁
）
な
ど
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
や
思
想
へ
の
優
越
性
を
公

理
的
前
提
と
す
る
も
の
の
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
、
自
序
の
文
章
と
は
些
か
趣
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を
異
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

追
記「

続
の
一
」
で
取
り
上
げ
た
鄭
以
偉
に
つ
い
て
は
、
別
に
東
洋
文
庫
所

蔵
の
道
光
六
年
『
上
饒
懸
志
』
巻
三
十
一
「
藝
文
志
一
」「
記
」
の
箇
所

に
「
修
府
學
記
」
が
、
同
巻
「
藝
文
志
二
」「
記
」
の
箇
所
に
「
重
修
明

倫
堂
記
」
が
、
同
巻
「
藝
文
志
三
」「
引
」
の
箇
所
に
「
信
風
五
章

引
」

が
、
ま
た
同
巻
「
藝
文
志
四
」「
詩
」
の
箇
所
に
「
遊
黃
尖
巖
」、「
關
帝

廟
和
韵
」
が
彼
の
文
章
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
信
風
五

章

引
」
に
は
「
唐
人
謂
饒
土
風
貧
薄
信
哉
。
且
信
有
封
禁
山
原
爲
盜
藪
。

幸
列
朝
閉
之
而
攤
其
賦
於
民
。
萬
歴
間
有
倡
開
採
之
説
者
、
信
醵
金
爲
木

價
。
幸
神
宗
免
開
此
世
世
安
也
。」（
六
十
九
葉
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
、
税

負
担
の
均
等
化
へ
の
志
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
民
生
重
視
の
特
徴
が
窺
わ

れ
、
そ
の
意
味
で
東
林
派
の
立
場
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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